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特
集
＝
今
、
注
目
の
日
本
人
指
揮
者
は
誰
か
哨
‥

今
、
も
っ
と
も
注
目
し
て
い
る
指
揮
庸
吃
阪
ド
ー
ー
ー

相
当
な
実
力
者
と
い
え
る
。
だ
が
高
閲
と
い
え
ば
新
校

訂
楽
譜
で
あ
ろ
う
。
Ｃ
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
化
さ
れ
た
浜
離
宮
に

於
け
る
群
響
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
全
集
（
１
９
９
５
）
。

当
時
「
第
九
」
は
ベ
ー
レ
ン
ラ
イ
タ
ー
新
版
（
１
９
９

７
）
が
未
出
版
で
あ
り
こ
れ
は
高
閲
自
身
が
自
筆
譜
を

参
照
し
て
校
訂
し
た
も
の
。
そ
し
て
翌
１
９
９
６
年
、

新
日
本
フ
ィ
ル
で
ベ
ー
レ
ン
ラ
イ
タ
ー
版
日
本
初
演
。

２
０
０
２
年
に
は
大
阪
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
響
で
ベ
ー
レ
ン

ラ
イ
タ
ー
新
版
録
音
と
続
く
。
こ
れ
を
見
る
と
東
京
二

ュ
ー
シ
テ
ィ
管
音
楽
監
督
内
藤
彰
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

新
版
使
用
は
完
全
に
後
塵
を
拝
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、

２
０
０
６
年
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
イ
ヤ
ー
に
東
京
ニ
ュ
ー

シ
テ
ィ
で
行
な
わ
れ
た
「
ポ
ス
ト
ホ
ル
ン
」
４
楽
章
版

交
響
曲
化
計
画
（
新
交
響
曲
第
3
7
番
）
は
ウ
ィ
キ
ペ
デ

ィ
ア
に
も
ノ
リ
ン
ト
ン
と
共
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、

h
t
t
p
:
/
/
j
a
.
w
i
k
i
p
e
d
i
a
.
o
r
g
/
w
i
k
i
/
セ
レ
ナ
ー
デ
第
四
番

１
（
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
）
、
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
w
i
k
i
p
e
d
i
a
.
o
r
g
/
w
i
k
i
/

交
響
曲
第
3
7
番
－
（
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
）
、
こ
と
に
よ
る
ど
内

藤
ピ
リ
オ
ド
の
唯
一
の
成
果
か
も
。
（
こ
の
演
奏
会
は
珍

し
く
ニ
ー
ル
・
ザ
ス
ラ
ウ
に
よ
る
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
交
響

曲
観
の
見
直
し
、
と
ピ
リ
オ
ド
奏
法
の
両
方
を
兼
ね
備

え
た
も
の
で
あ
っ
た
）
。

　
大
震
災
直
前
の
宇
宿
允
人
の
死
に
よ
り
、
宇
宿
、
宇

野
功
芳
、
根
本
昌
明
の
三
大
カ
リ
ス
マ
指
揮
者
の
一
角

が
崩
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
最
年
長
の
宇
野
は
ま
だ
ま
だ

元
気
で
傘
寿
記
念
に
敬
老
の
日
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

「
第
７
」
を
演
奏
。
宇
野
の
べ
卜
７
は
こ
れ
が
最
後
と
の

こ
と
だ
っ
た
が
8
1
歳
の
老
人
力
が
作
製
Ｉ
　
フ
ァ
ン
も

£;∩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

今
、
注
目
の
1
2
人
の
指
揮

～
家
族
愛
に
燃
え
る

　
飯
守
、
小
林
の
両
巨
頭

　
先
日
贈
賞
式
が
行
な
わ
れ
た
第
十
回
斎
藤
秀
雄
メ
モ

リ
ア
ル
基
金
賞
は
指
揮
部
門
受
賞
者
が
高
関
健
、
チ
ェ

ロ
部
門
受
賞
者
が
鈴
木
秀
美
で
あ
っ
た
。
鈴
木
と
い
え

ば
も
ち
ろ
ん
古
楽
奏
法
軋
実
践
す
る
名
チ
ェ
リ
ス
ト
だ

が
、
数
年
前
に
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
で
ド

ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
８
番
を
ピ
リ
オ
ド
風
に
振
っ
た
こ
と

が
あ
り
、
な
か
な
か
の
名
演
た
っ
た
覚
え
が
あ
る
。
今

度
ま
た
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
を
振
る
と
聞
い
た
が
、
次
は
指
揮

者
部
門
で
も
受
賞
し
２
部
門
制
覇
と
行
く
か
。

　
鈴
木
の
実
兄
の
鈴
木
雅
明
も
、
現
在
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル

で
マ
ー
ラ
ー
に
取
り
組
ん
で
い
右
が
、
シ
テ
ィ
初
登
場

は
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
ヘ
の
道
」
と
題
し
た
古
典
派
交
響

曲
の
頂
点
「
ジ
ュ
ピ
タ
ー
」
を
メ
イ
ン
と
す
る
回
で
、

内藤彰

浅岡弘和

ア
ー
ノ
ン
ク
ー
ル
な
ど
よ
り
ず
っ
と
素
晴
し
い
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
だ
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
さ
ら
に
雅
明
の
長
男
で

あ
る
鈴
木
侵
入
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
山
口
幸
恵
と
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
ジ
ェ
ネ
シ
ス
を
結
成
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
楽
器
に

よ
り
バ
ロ
ッ
ク
か
ら
現
代
物
ま
で
意
欲
的
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
展
開
。
先
頃
Ｋ
Ａ
Ａ
Ｔ
神
奈
川
芸
術
劇
場
で
行
な

わ
れ
た
「
エ
ウ
リ
デ
ィ
ー
チ
ェ
の
嘆
き
」
は
オ
ウ
ィ
デ

ィ
ウ
ス
の
『
変
身
物
語
』
を
題
材
に
バ
ロ
ッ
ク
曲
と
現

代
曲
そ
し
て
現
代
舞
踊
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
「
小
オ
ペ

ラ
」
総
合
芸
術
だ
っ
た
。
高
閲
健
は
群
響
音
楽
監
督
勇

退
後
、
自
由
な
活
動
を
続
け
て
い
る
が
、
か
つ
て
シ
テ

ィ
で
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
８
番
を
振
っ
た
時
は
同
時
期
の

尾
高
／
Ｎ
響
の
同
曲
を
上
回
っ
て
い
た
記
憶
が
あ
り
、



フ
ァ
ン
で
な
い
者
も
感
動
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
大
熱
演

だ
っ
た
。
こ
の
演
奏
、
何
と
ス
ケ
ル
ツ
ォ
を
３
部
形
式

に
省
略
し
て
の
演
奏
だ
っ
た
が
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
完
全

弔ド

宇野功芳矢崎彦太郎

１

に
ア
タ
ッ
カ
で
続
け
た
た
め
も
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
「
運

命
」
と
同
じ
構
造
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
宇
野

が
た
だ
一
人
自
分
を
上
回
る
指
揮
者
だ
と
評
し
た
根
本

昌
明
の
「
第
九
」
は
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
も
な
っ
て
い
る

が
、
未
だ
か
つ
て
聴
い
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
途
轍
も

な
い
「
第
九
」
だ
っ
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
な
ど
普
通
な
ら

止
ま
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
場
面
が
続
出
。
よ
く
踏
み
と

ど
ま
っ
た
と
思
う
が
、
崩
壊
し
そ
う
で
し
な
い
。
下
半

身
に
も
う
一
つ
命
が
あ
る
よ
う
に
土
俵
際
で
踏
み
と
ど

ま
れ
る
驚
異
の
粘
り
腰
。
特
に
後
半
は
新
機
軸
満
載
で

二
重
フ
ー
ガ
の
最
終
段
で
大
き
く
テ
ン
ポ
を
落
と
す
な

ど
巨
匠
級
の
指
揮
者
で
な
け
れ
ば
決
し
て
で
き
な
い
挟

り
に
挟
っ
た
表
現
が
目
白
押
し
１
　
７
２
９
小
節
と
７

３
０
小
節
の
間
に
パ
ウ
ゼ
を
入
れ
た
の
は
リ
ハ
の
時
も

や
っ
て
お
り
、
そ
う
い
う
解
釈
な
の
で
あ
る
。

　
飯
守
泰
次
郎
と
い
え
ば
コ
バ
ケ
ン
と
並
ぶ
ポ
ス
ト
オ

ザ
ワ
の
日
本
指
揮
界
の
最
長
老
。
日
本
、
い
や
世
界
で

も
有
数
の
ワ
ー
グ
ナ
ー
指
揮
者
で
あ
る
。
そ
の
飯
守
が

奥
方
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
？
　
橋
比
佐
子
と
時
折
ア

ッ
ト
ホ
ー
ム
な
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
い
る
。
先
日
も

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
や
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
で
聴
衆
を
魅
了
。

そ
し
て
何
と
若
き
飯
守
の
秀
作
「
ロ
マ
ン
ス
」
（
ピ
ア
ノ

ソ
ロ
）
ま
で
披
露
さ
れ
た
が
、
高
橋
も
初
め
て
聴
く
曲

ら
し
く
、
演
奏
後
、
次
の
よ
う
な
会
話
が
あ
っ
た
。

妻
‥
私
の
知
ら
な
い
ロ
マ
ン
ス

夫
こ
有
気
の
至
り

　
若
い
妻
が
や
や
な
じ
る
よ
う
に
言
う
と
、
酸
い
も
甘

い
も
噛
み
分
け
た
初
老
の
夫
が
絶
妙
の
返
し
を
見
せ
る

シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
？
　
当
意
即
妙
の
会
話
に
場
内
は

大
爆
笑
。
筆
者
も
さ
す
が
オ
ペ
ラ
の
第
一
人
者
な
ら
で

は
の
セ
ン
ス
と
深
く
感
じ
入
っ
た
次
第
。
そ
し
て
テ
ィ

ア
ラ
こ
う
と
う
で
ピ
テ
ィ
ナ
特
級
グ
ラ
ン
プ
リ
梅
村
知

世
と
共
演
し
た
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
チ
ク
ル
ス
も
素
晴

し
か
っ
た
。
も
う
一
方
の
雄
、
読
響
特
別
客
演
指
揮

者
＆
日
本
フ
ィ
ル
桂
冠
指
揮
者
小
林
研
一
郎
も
愛
娘
亜

矢
乃
と
の
共
演
に
忙
し
く
、
両
巨
頭
は
た
だ
今
、
家
族

愛
に
燃
え
て
い
る
模
様
。

　
先
頃
「
指
揮
者
か
た
ぎ
」
を
上
梓
し
た
文
人
指
揮
者

矢
崎
彦
太
郎
も
現
在
円
熟
の
時
を
迎
え
て
い
る
。
定
期

の
フ
ラ
ン
ク
も
良
か
っ
た
が
テ
ィ
ア
ラ
の
「
未
完
成
」

は
滅
多
に
聴
け
ぬ
超
名
演
だ
っ
た
。
矢
崎
曰
く
「
未
完

成
と
い
う
名
の
完
成
さ
れ
た
交
響
曲
だ
と
思
っ
て
い

る
」
。

　
チ
ェ
コ
・
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
オ
ー
ジ
室
内
管
首
席
客
演
指

ＲＩ

揮
者
の
コ
ン
ポ
ー
ザ
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
平
井
秀
明
は
先

日
東
京
で
久
し
ぶ
り
に
自
作
オ
ペ
ラ
「
か
ぐ
や
姫
」
を

振
っ
た
が
、
ザ
ル
ッ
ブ
ル
ク
で
も
上
演
さ
れ
る
と
い
う
。

も
う
一
つ
の
オ
ペ
ラ
「
小
町
百
年
の
恋
」
と
共
に
ブ
レ

Ｆ
Ｐ
1
1
ｈ
’
一
ｒ
そ
し
て
下
野
竜
也
が
相
変
わ
ら
ず
の
活

躍
ぶ
り
。
読
響
正
指
揮
者
は
元
々
彼
の
た
め
に
新
設
さ

れ
た
ポ
ス
ト
だ
っ
た
が
、
下
野
の
大
成
功
に
よ
り
彼
以

降
の
読
響
正
指
揮
者
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
界
の
「
皇
太

子
ポ
ジ
シ
ョ
ン
」
と
看
傲
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。
上
岡

敏
之
、
阪
哲
朗
、
山
田
和
樹
、
川
瀬
賢
太
郎
、
’
三
橋
敬

子
、
海
老
原
光
に
つ
い
て
も
触
れ
た
い
が
最
早
紙
数
も

尽
き
た
。
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